
 
 

令
和
5年
2月
発
行（
毎
月
１
回
発
行
）
　
発
行
／
社
会
福
祉
法
人
 大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
編
集
・
発
行
人
／
吉
村
 浩

〒
543-0021 大

阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
12-10（

大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
　
Tel.06-6765-5601　

Fax.06-6765-5605  https://w
w
w
.osaka-sishakyo.jp

The social welfare in OSAKA

2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
一
躍
注
目
を

浴
び
た
ボ
ッ
チ
ャ
。
誰

に
で
も
簡
単
に
で
き
そ
う
で
、
障

が
い
者
と
健
常
者
の
交
流
に
も
、

小
学
生
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
に

も
ピ
ッ
タ
リ
で
、
ブ
ー
ム
は
ま
だ

続
い
て
い
る
▼
そ
ん
な
競
技
な
ら

僕
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い
と
、
ほ

ぼ
寝
た
き
り
の
重
度
の
障
が
い
児

た
ち
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
も
の
が
登
場
し

た
▼
私
が
の
ぞ
い
た
の
は
月
に
一

度
の
練
習
会
。
青
森
か
ら
鹿
児
島

ま
で
10
人
ほ
ど
の
寝
た
き
り
の
障

が
い
児
と
支
援
す
る
若
い
学
生
た

ち
が
参
加
▼
指
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

押
せ
る
人
は
少
数
派
で
、
口
に
く

わ
え
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
キ
ー
ボ
ー

ド
を
叩
く
人
、
中
に
は
ス
ト
ロ
ー

で
息
を
吹
き
か
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
操
作
す
る
人
も
。
そ
う
し
て

指
示
さ
れ
た
ボ
ー
ル
の
高
さ
、
転

が
す
角
度
な
ど
を
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
現
場
で
マ
シ
ン
を
操

作
、
投
球
を
す
る
▼
寝
た
き
り

で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
ら
し

く
、
仲
間
と
遊
ぶ
体
験
が
で
き
る

▼
操
作
マ
シ
ン
が
全
国
に
2
台
し

か
な
い
こ
と
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
数
も
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
昨
年
10
月
に
は

第
1
回
の
全
国
大
会
も
開
か
れ
た

▼
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
は
こ

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
。

（
石
）

て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
号
で

は
、
午
後
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基

調
講
演・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）の
詳
細
に

つ
い
て
2
・
3
面
に
掲
載
し
ま
す
。

（
2
面
に
つ
づ
く
）

　
「
第
34
回 

近
畿
地
域
福
祉
学
会 

大
阪
大
会
」
が
令
和
4
年
12
月
17

日
、
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
誌
前
号
で
も
「
速
報
版
」
と
し

成年後見制度ができて22年がたちました。
でも「成年後見制度って聞いたことはあるけど、詳しくは知らないなぁ」ではありませんか。

そんな疑問に落語とトークで楽しくわかりやすくお答えします。
「笑って合点！」全国で話題の「成年後見落語」にどうぞお越しください。

落語家
桂　ひな太郎 師匠

〈講　師〉落語家　桂　ひな太郎 師匠

市民、地域活動関係者、福祉・医療関係者、市民後見人バンク登録者

阿倍野区阿倍野筋4-19-118

〈出演者〉 大阪弁護士会 砂川 辰彦 氏（大阪市市民後見人養成・支援会議委員）
 市民後見人 米澤 靖雄 氏
 落語家 桂　ひな太郎 師匠

電話・FAX・Eメール・
Googleフォームにより
お申込みください。

※参加証はお送りしませんので、当日直接お越し
ください。定員を超えた場合のみご連絡します。

申 込 み 方 法

〒557-0024 大阪市西成区出城2-5-20
大阪市社会福祉研修・情報センター3階
FAX （06）4392-8900
TE L （06）4392-8282
E-mail yousei@shakyo-osaka.jp
HP https://osaka-kouken.com

成年後見制度・市民後見人活動

▲Google
　フォーム

　赤い羽根共同募金は、戦後間もない昭和22年（1947年）に国民主体の民間運
動として始まり、現在は、社会福祉法に基づき、地域の社会福祉課題の解決に取
り組む民間団体を支援するしくみとして取り組まれています。
　お寄せいただいた寄付金は、ひとり暮らしの高齢者の支援、障がい者の就労支
援、車椅子のまま乗れる福祉車両の整備、こども食
堂、高齢者と地域の人たちの交流事業（高齢者サロ
ン）、子育て支援、自殺予防の電話相談活動事業など
の地域福祉活動に助成しています。また、災害への支
援や、コロナ禍のなかで生活に困窮する人や社会的
に孤立する人の支援活動への助成にも役立てられて
います。

　令和5年度共同募金運動期間中に、募金運動に協力した方への
お礼や赤い羽根共同募金をPRするためなどに用いる記念バッジの
デザインを、近畿6府県の共同募金会が合同募集します。
デザインのきまりなど、詳しくは下記ホームページをご覧ください。

共同募金とは

▲令和4年度
　記念バッジデザイン

金

近畿6府県（滋賀県・京都府・大阪府・
兵庫県・奈良県・和歌山県）内に在住
または在勤・在学の方

金 必着

〈問合せ〉大阪府共同募金会事務局まで　TE L 06-6762-8717
赤い羽根おおさか 検索〈大阪府共同募金会ホームページ〉

http://www.akaihane-osaka.or.jp

令和5年3月1日（水）～3月31日（金）（必着）
民間社会福祉施設整備費

　大阪府共同募金会では、一般社団法人京都馬主協会を通じて
おこなう標記財団の助成金に係る助成要望書を受付けます。
一定条件が必要ですので、詳しくは下記ホームページをご覧ください。
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2023年2月

813
社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会

▲会場・オンライン計265人が参加し、地域共生社会の実現に向けた実践を共有

市社協

大
阪
が
誇
る
歴
史
・
実
践
を

こ
れ
か
ら
の
力
に

―

近
畿
地
域
福
祉
学
会―

1 大阪の社会福祉　第813号（毎月1回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。 82023年（令和5年）2月



大阪市社会福祉研修・情報センター
（午後のみオンライン併用）

第34回 近畿地域福祉学会 大阪大会実行委員会
（事務局：大阪市社協）

会場・オンライン計265人
（社協職員、研究者、学生、行政職員、社会福祉施設職員、
　NPO関係者、民生委員・児童委員など）

令和4年12月17日　 午前9時30分～午後4時
（午前：自由研究発表・実践活動報告／午後：全体プログラム）

土

　
午
後
か
ら
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
は
じ
め
に
会
場
の
大
阪
市
社
会

福
祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
初
代
所

長
で
も
あ
る
本
会
右
田
紀
久
惠
理
事

　
先
人
か
ら
の
実
践
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
て
き
た
中
西
さ
ん
。
住
民
主

体
の
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
て

き
た
乾
さ
ん
。
自
ら
の
気
づ
き
で
新

た
に
団
体
を
立
ち
上
げ
た
川
口
さ
ん
。

3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
大
会
会

場
の
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
”西
成
“が
実
践

の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
後
半
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

3
つ
の
実
践
か
ら
見
え
て
き
た
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
厳
し
い
立
場
に
あ
る

当
事
者
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
新
た

な
方
法
で
の
解
決
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
。
差
別
や
偏
見
を
克
服
し
、
と

も
に
生
き
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
、
学
び
・
交
流
・
発
信
を
重
ね
て

い
く
こ
と
。
一
方
で
、
制
度
外
の
活

動
だ
か
ら
こ
そ
、
活
動
の
楽
し
さ
や

喜
び
、「
こ
う
な
れ
ば
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
視
点
で

実
践
を
続
け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
結
び
と
し
て
、大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
上
野
谷

加
代
子
所
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教

授
）
は
、「
大
阪
の
底
力
を
学
べ
た
。

大
阪
の
実
践
は
今
も
昔
も
、
し
た
た

か
に
人
様
の
力
を
借
り
て
、
と
り
あ

え
ず
目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

の
悩
み
と
向
き
合
う
の
は
大
変
な
こ

と
。
支
援
に
関
わ
る
人
た
ち
は
も
う

ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
、
め
ざ

す
べ
き
方
向
性
を
話
し
合
い
な
が
ら

実
践
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

大
会
へ
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
い
た
後
、
本
会
の
永
岡
正
己
会

長（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）が「
大

阪
の
社
会
福
祉
の
歴
史
・
源
流
に
学

ぶ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
域
福
祉
活

動
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
お
こ

ル
メ
ン
ト
施
設
で
あ
る
市
民
館

な
ど
、
多
様
な
立
場
の
人
が
一

緒
に
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

貧
困
問
題
や
地
域
の
福
祉
課
題

に
つ
い
て
『
調
査
』
を
実
施
し
、

事
業
を
築
い
て
き
た
こ
と
も
大

阪
の
伝
統
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
施
設

と
地
域
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

し
、
実
践
と
調
査
と
研
究
が
連

な
っ
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
は

改
め
て
認
識
す
べ
き
大
阪
の
文

化・風
土
で
あ
り
ま
す
」
と
の
べ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
激
変
し
た
直
近
3

年
だ
け
で
な
く
、
2
0
0
0
年

以
降
の
格
差
の
広
が
り
に
も
目

を
向
け
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

武
庫
川
女
子
大
学
の
松
端
克
文

教
授
（
大
会
実
行
委
員
長
）
の

進
行
の
も
と
、
中
西
裕
さ
ん
、

乾
繁
夫
さ
ん
、
川
口
加
奈
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
に
つ
い
て

報
告
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
桃

山
学
院
大
学
の
小
野
達
也
教
授

（
近
畿
地
域
福
祉
学
会
代
表
幹

事
）
を
交
え
て
大
会
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

■大会概要

「地域における社会福祉法人の役割」
四恩学園はセツルメント運動から西成区で発足し、住吉区・天王寺区で施設運営。0歳から100
歳までの地域創発の結び目として、ごちゃまぜ食堂、大学生との協働など新たな活動を展開中。こ
どもの虐待は社会の問題であり、制度充実も地域での予防も両方必要である。前向きに楽しく活
動していくとともに、本当にしんどい人に届くような支援を考えたい。

社会福祉法人四恩学園 理事長
中西 裕 さん

「大阪市から発信する地域福祉活動のこれから」
西成区はあいりん地域を抱え、生活保護率が全国一位であるが、区民のつながりは強く、住民同
志の支え合いの意識を高めあってきた。区社協としても支援団体などと連携・協働し、労働者へ
の支援や話し合いを重ねてきた。また、住民主体で小地域福祉活動や地域福祉アクションプラン
を推進し、活動を通じて、住民同士のつながりをつくってきた。コロナ禍の今、改めてボランティア
のやる気や楽しみが生まれるようはたらきかけることも大事。

元 大阪市社会福祉協議会 会長
乾 繁夫 さん

「ホームレス状態を生み出さない日本へ」
14歳の時に西成区でホームレス問題と出会い、大学生でHomedoorを立上げ。路上生活から脱
出したいと思った時の選択肢として、レンタサイクルによる仕事づくり（HUBchari）、夜回り活
動、シェルター、食堂の開設などを展開。コロナ禍で特に若年層の相談が増加。また、DV被害者の
女性など、相談に来る人が多様化しているなかで、調査研究しながら新たな取組みも検討したい。

●セツルメントが地域福祉の源流であり、いま
こそ、その精神に立ち返ることが必要であると
感じました。
●大阪の実践について、サービス中心主義では
ない、理念・ビジョンを持った話に感銘を受け
ました。
●“ニーズがあって実践活動がある”という言葉
のとおり、3人の報告は社会の課題を見据えて
の取組みだと感じました。
●中西さんの「こどもを中心に」は、自分自身も
いつも感じていることだったので印象に残り
ました。
●乾さんが発言された「福祉によるまちづくり」
の言葉の意味を深く理解できました。
●川口さんの話を興味深く聞かせてもらい、相
談が若い人が多いことやホームレスの背景な
どで初めて知ることが多く、少なからず偏見を
もっていたのだと気づきになりました。

認定NPO法人Homedoor 理事長
川口 加奈 さん

　近
畿
地
域
福
祉
学
会
の
年
次
大
会
は
、
近
畿
6
府
県
の
持
ち
回
り
で
毎
年
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
大

阪
府
・
堺
市
・
大
阪
市
の
3
社
協
が
順
に
実
行
委
員
会
事
務
局
を
担
う
た
め
、
本
会
が
事
務
局
と
な
る
の
は
実
に
18
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
続
く
な
か
、
久
々
の
参
集
型
に
よ
る
開
催
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
い
ま
し
た
。

　「
大
阪
の
社
会
福
祉
実
践
は
、
全
国

に
先
駆
け
た
も
の
が
多
数
あ
り
、
市

民
生
活
に
根
ざ
し
た
運
動
に
よ
り
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
慈

善
事
業
実
践
の
組
織
化
、
市
民
・
企

業
か
ら
の
寄
附
に
基
づ
く
施
設
の
創

設
、
行
政
と
民
間
が
と
も
に
地
域
に

入
り
込
ん
で
の
実
践
、
公
立
の
セ
ツ

▲本会の永岡正己会長による基調講演

▲オンラインによる過去2大会を経て、3年ぶりの会場参集による大会が実現

施
設
・
社
協
・

社
会
起
業
3
つ
の

実
践
を
共
有

課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
も
楽
し
く
、

前
向
き
に

大
阪
の
社
会
福
祉
の

歴
史
・
源
流
に
学
ぶ

「
大
阪
発
！
こ
れ
か
ら
の
地
域
共
生
社
会
を
展
望
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　〜
地
域
福
祉
の
源
流
に
学
び
未
来
を
紡
ぐ
〜

第
34
回 

近
畿
地
域
福
祉
学
会 

大
阪
大
会

大会
レポート

3 大阪の社会福祉　第813号（毎月1回発行） 22023年（令和5年）2月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



大阪市社会福祉研修・情報センター
（午後のみオンライン併用）

第34回 近畿地域福祉学会 大阪大会実行委員会
（事務局：大阪市社協）

会場・オンライン計265人
（社協職員、研究者、学生、行政職員、社会福祉施設職員、
　NPO関係者、民生委員・児童委員など）

令和4年12月17日　 午前9時30分～午後4時
（午前：自由研究発表・実践活動報告／午後：全体プログラム）

土

　
午
後
か
ら
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
は
じ
め
に
会
場
の
大
阪
市
社
会

福
祉
研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
初
代
所

長
で
も
あ
る
本
会
右
田
紀
久
惠
理
事

　
先
人
か
ら
の
実
践
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
て
き
た
中
西
さ
ん
。
住
民
主

体
の
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
て

き
た
乾
さ
ん
。
自
ら
の
気
づ
き
で
新

た
に
団
体
を
立
ち
上
げ
た
川
口
さ
ん
。

3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
大
会
会

場
の
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
”西
成
“が
実
践

の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
後
半
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

3
つ
の
実
践
か
ら
見
え
て
き
た
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
厳
し
い
立
場
に
あ
る

当
事
者
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
新
た

な
方
法
で
の
解
決
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
。
差
別
や
偏
見
を
克
服
し
、
と

も
に
生
き
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
、
学
び
・
交
流
・
発
信
を
重
ね
て

い
く
こ
と
。
一
方
で
、
制
度
外
の
活

動
だ
か
ら
こ
そ
、
活
動
の
楽
し
さ
や

喜
び
、「
こ
う
な
れ
ば
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
視
点
で

実
践
を
続
け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
結
び
と
し
て
、大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
上
野
谷

加
代
子
所
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教

授
）
は
、「
大
阪
の
底
力
を
学
べ
た
。

大
阪
の
実
践
は
今
も
昔
も
、
し
た
た

か
に
人
様
の
力
を
借
り
て
、
と
り
あ

え
ず
目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

の
悩
み
と
向
き
合
う
の
は
大
変
な
こ

と
。
支
援
に
関
わ
る
人
た
ち
は
も
う

ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
、
め
ざ

す
べ
き
方
向
性
を
話
し
合
い
な
が
ら

実
践
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

大
会
へ
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
い
た
後
、
本
会
の
永
岡
正
己
会

長（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）が「
大

阪
の
社
会
福
祉
の
歴
史
・
源
流
に
学

ぶ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
域
福
祉
活

動
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
お
こ

ル
メ
ン
ト
施
設
で
あ
る
市
民
館

な
ど
、
多
様
な
立
場
の
人
が
一

緒
に
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

貧
困
問
題
や
地
域
の
福
祉
課
題

に
つ
い
て
『
調
査
』
を
実
施
し
、

事
業
を
築
い
て
き
た
こ
と
も
大

阪
の
伝
統
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
施
設

と
地
域
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

し
、
実
践
と
調
査
と
研
究
が
連

な
っ
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
は

改
め
て
認
識
す
べ
き
大
阪
の
文

化・風
土
で
あ
り
ま
す
」
と
の
べ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
激
変
し
た
直
近
3

年
だ
け
で
な
く
、
2
0
0
0
年

以
降
の
格
差
の
広
が
り
に
も
目

を
向
け
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

武
庫
川
女
子
大
学
の
松
端
克
文

教
授
（
大
会
実
行
委
員
長
）
の

進
行
の
も
と
、
中
西
裕
さ
ん
、

乾
繁
夫
さ
ん
、
川
口
加
奈
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
に
つ
い
て

報
告
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
桃

山
学
院
大
学
の
小
野
達
也
教
授

（
近
畿
地
域
福
祉
学
会
代
表
幹

事
）
を
交
え
て
大
会
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

■大会概要

「地域における社会福祉法人の役割」
四恩学園はセツルメント運動から西成区で発足し、住吉区・天王寺区で施設運営。0歳から100
歳までの地域創発の結び目として、ごちゃまぜ食堂、大学生との協働など新たな活動を展開中。こ
どもの虐待は社会の問題であり、制度充実も地域での予防も両方必要である。前向きに楽しく活
動していくとともに、本当にしんどい人に届くような支援を考えたい。

社会福祉法人四恩学園 理事長
中西 裕 さん

「大阪市から発信する地域福祉活動のこれから」
西成区はあいりん地域を抱え、生活保護率が全国一位であるが、区民のつながりは強く、住民同
志の支え合いの意識を高めあってきた。区社協としても支援団体などと連携・協働し、労働者へ
の支援や話し合いを重ねてきた。また、住民主体で小地域福祉活動や地域福祉アクションプラン
を推進し、活動を通じて、住民同士のつながりをつくってきた。コロナ禍の今、改めてボランティア
のやる気や楽しみが生まれるようはたらきかけることも大事。

元 大阪市社会福祉協議会 会長
乾 繁夫 さん

「ホームレス状態を生み出さない日本へ」
14歳の時に西成区でホームレス問題と出会い、大学生でHomedoorを立上げ。路上生活から脱
出したいと思った時の選択肢として、レンタサイクルによる仕事づくり（HUBchari）、夜回り活
動、シェルター、食堂の開設などを展開。コロナ禍で特に若年層の相談が増加。また、DV被害者の
女性など、相談に来る人が多様化しているなかで、調査研究しながら新たな取組みも検討したい。

●セツルメントが地域福祉の源流であり、いま
こそ、その精神に立ち返ることが必要であると
感じました。
●大阪の実践について、サービス中心主義では
ない、理念・ビジョンを持った話に感銘を受け
ました。
●“ニーズがあって実践活動がある”という言葉
のとおり、3人の報告は社会の課題を見据えて
の取組みだと感じました。
●中西さんの「こどもを中心に」は、自分自身も
いつも感じていることだったので印象に残り
ました。
●乾さんが発言された「福祉によるまちづくり」
の言葉の意味を深く理解できました。
●川口さんの話を興味深く聞かせてもらい、相
談が若い人が多いことやホームレスの背景な
どで初めて知ることが多く、少なからず偏見を
もっていたのだと気づきになりました。

認定NPO法人Homedoor 理事長
川口 加奈 さん

　近
畿
地
域
福
祉
学
会
の
年
次
大
会
は
、
近
畿
6
府
県
の
持
ち
回
り
で
毎
年
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
大

阪
府
・
堺
市
・
大
阪
市
の
3
社
協
が
順
に
実
行
委
員
会
事
務
局
を
担
う
た
め
、
本
会
が
事
務
局
と
な
る
の
は
実
に
18
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
続
く
な
か
、
久
々
の
参
集
型
に
よ
る
開
催
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
い
ま
し
た
。

　「
大
阪
の
社
会
福
祉
実
践
は
、
全
国

に
先
駆
け
た
も
の
が
多
数
あ
り
、
市

民
生
活
に
根
ざ
し
た
運
動
に
よ
り
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
慈

善
事
業
実
践
の
組
織
化
、
市
民
・
企

業
か
ら
の
寄
附
に
基
づ
く
施
設
の
創

設
、
行
政
と
民
間
が
と
も
に
地
域
に

入
り
込
ん
で
の
実
践
、
公
立
の
セ
ツ

▲本会の永岡正己会長による基調講演

▲オンラインによる過去2大会を経て、3年ぶりの会場参集による大会が実現

施
設
・
社
協
・

社
会
起
業
3
つ
の

実
践
を
共
有

課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
も
楽
し
く
、

前
向
き
に

大
阪
の
社
会
福
祉
の

歴
史
・
源
流
に
学
ぶ

「
大
阪
発
！
こ
れ
か
ら
の
地
域
共
生
社
会
を
展
望
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　〜
地
域
福
祉
の
源
流
に
学
び
未
来
を
紡
ぐ
〜

第
34
回 

近
畿
地
域
福
祉
学
会 

大
阪
大
会
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今
年
度
は
、
令
和
4
年
9
月
か
ら
令

和
5
年
2
月
ま
で
計
12
回
の
連
続

講
座
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
8

回
目
で
し
た
。

　
1
期
生
の
講
座
時
か
ら
講
師
を

務
め
る
株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
の

水
上
真
吾
さ
ん
に
収
穫
の
仕
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
、
に
ん

じ
ん
、
大
根
、
じ
ゃ
が
い
も
、
春
菊

な
ど
を
収
穫
し
ま
し
た
。

「
け
っ
こ
う
力
い
る
か
ら
え

え
運
動
に
な
る
ね
」
「
で
き

る
だ
け
土
は
畑
に
残
し
た
方

が
え
え
よ
な
」
「
春
菊
見
た

目
は
い
ろ
い
ろ
や
け
ど
、
え

え
匂
い
し
て
る
ね
」
と
声
を

か
け
あ
い
な
が
ら
手
際
よ

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仕
分

け
ま
で
終
了
。
そ
の
ま
ま
全

員
で
収
穫
し
た
て
の
野
菜
を

す
べ
て
も
っ
て
、
区
社
協
が

紹
介
し
た
地
域
の
こ
ど
も
の

居
場
所
に
訪
問
し
、
こ
ど
も

た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
、
住
宅
街
に
挟
ま
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
「
結
び
フ
ァ
ー

ム
」
に
集
ま
っ
た
の
は
、
今
年
度
の

講
座
受
講
生
と
講
座
を
卒
業
し
た

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

「
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
形
し
て

る
！
」
と
い
っ
た
こ
ど
も
た
ち
の
反

応
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
「
喜
ん

で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
「
せ
っ

か
く
な
ら
も
っ
と
大
き
な
野
菜
育
て

た
い
な
」
と
満
足
げ
な
様
子
の
皆
さ

ん
。
そ
の
ま
ま
畑
に
戻
り
、
講
座
を

続
け
ま
し
た
。
最
後
は
、
椅
子
に
座

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
な
か
、
先
生
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
区
社
協
の
屋
上
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
取
組
み
を
聞
い

た
当
時
の
区
長
か
ら
、
大
阪
市
が
管

理
す
る
土
地
（
空
地
）
を
活
用
で
き

な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
畑
を
つ

く
り
、
野
菜
を
育
て
る
こ
と
を
通
し

て
地
域
の
人
々
が
交
流
し
合
う
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　
区
画
ご
と
に
地
域
や
団
体
、
事
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
を
利

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
育
て
て

い
ま
す
。
水
や
り
な
ど
、
毎
日
の
お

世
話
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
躍
し
な
が

ら
、
助
け
合
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

　
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
る
森
田
一
彦
さ
ん
は
、
「
定

年
退
職
後
、
何
か
自
分
か
ら
動
か
な

け
れ
ば
と
思
い
、
畑
の
活
動
を
見
か

け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
2
期
生
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
野

菜
が
気
に
な
っ
て
毎
朝
農
園
に
行
く

こ
と
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
区
社
協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
本
恵
歌
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
は
地
域

の
ミ
ニ
版
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
利
用
し
て
い
る
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
出
て
き
ま
す

が
、
結
び
フ
ァ
ー
ム
を
利
用
し
て
い

る
人
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
、
お
互

い
理
解
し
合
い
、
協
力
し
合
う
な
か

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
く

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
手
先
が
器
用
な
方
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
も
っ
て
い
る
特
技
を
活
か
し
な

が
ら
、
役
割
を
も
っ
て
参
加
し
、
結

び
フ
ァ
ー
ム
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　生
野
区
社
協
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
定
年
退
職
後
の
男
性
を
中
心
に
、
野
菜
の
栽
培
や
農
作
業
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
と
す
る
「
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
受
講
後
は
、
「
栽
培

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
な
ど
の
収
穫
物
を
地
域
の
施
設
や
団
体
に
お
届
け
し
、
地

域
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
で
5
期
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
養
成
講
座
。
講
座
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
「
農

園
」
を
通
し
て
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
入
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　住
之
江
区
社
協
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
た
ち
が
出
会
い
、
参
加
・
参
画
の
き
っ
か
け
づ

く
り
の
場
と
し
て
、
12
月
4
日
（
会
場

：

南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）、
21
日
（
会
場

：

す
み
の
え
舞
昆

ホ
ー
ル
）
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
日
間
3
回
の
開
催
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
つ
1
0
5
人
が
参
加
し
、
多
く
の
新
し
い
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を

企
画
し
た
背
景
に
は
、
令
和
3
年
度

に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
実

施
し
た
「
シ
ニ
ア
世
代
の
望
む
活
躍

と
集
い
の
場
調
査
」
の
結
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
区
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
方
1
万
人
に
対

し
て
、
活
躍
の
場
や
暮
ら
し
の

困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
も
の
で
す
。

3
3
4
3
人
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
う
ち
、「
自
分
の
資
格
や
経

験
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
か
」
の
問
い
に
「
活
動

し
た
い
」
と
回
答
し
、
自

身
の
連
絡
先
を
記
入
し
た
人
が

2
5
6
人
い
た
こ
と
が
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
区
社
協
で
は
、
こ
の
2
5
6

人
全
員
に
電
話
を
か
け
、
思
い

や
で
き
る
こ
と
を
聞
き
取
り
ま

し
た
。
中
に
は
「
何
か
や
り
た

い
け
れ
ど
、
何
が
で
き
る
の
か
、

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
の
声
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
調
査
の
実
行
委
員
会

（
第
1
層
協
議
体
）
で
検
討
を

重
ね
、
多
様
な
団
体
の
参
画
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
当
日

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た

方
の
ほ
か
、
広
報
紙
な
ど
を
見
て
来

場
し
た
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
梅

花
女
子
大
学
の
綾
部
貴
子
准
教
授

か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
本

人
に
も
た
ら
す
効
果
や
意
義
に
つ
い

て
の
講
演
、
少
し
前
に
活
動
を
始
め

た
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
、
活

動
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
や
、
や

り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
方
へ

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
流
タ
イ
ム
で
は
、
地
域
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
福
祉
施
設
な

ど
の
各
ブ
ー
ス
の
な
か
か
ら
気
に
な

る
と
こ
ろ
を
自
由
に
廻
り
、
活
動
内

容
や
魅
力
を
直
接
聞
き
ま
し
た
。
中

に
は
、そ
の
場
で
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
し
た
り
、
興
味
の
あ
る
活
動

を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
へ
の
見
学
を
決
め
た
り
と
、
実
際

に
活
動
を
始
め
る
一
歩
を
踏
み
出
し

た
方
も
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
地
域
福

祉
活
動
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
増

や
し
て
い
く
の
か
は
、
各
区
共
通
の

課
題
で
す
。
住
之
江
区
で
は
、
調
査

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
を
経
て
、「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
方
と
丁
寧
に

つ
な
が
り
、
実
際
の
活
躍
の
場
に
結

び
つ
け
ま
し
た
。

　
区
社
協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
谷
口
文
香
さ
ん
は

「
2
5
6
人
の
方
、
一
人
ひ
と
り
と

お
話
し
た
こ
と
で
、
”活
動
し
た
い

け
れ
ど
入
口
が
分
か
ら
ず
活
動
し
て

い
な
い
現
状“
を
知
り
ま
し
た
。
生

の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
互
い
に
心
が

通
い
、手
応
え
を
感
じ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
タ
へ
の
招
待
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
後
も
シ
ニ
ア
世
代
の
生

の
声
か
ら
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

生
活
圏
域
や
区
域
で
実
現
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」、
地
域
支
援
担

当
の
戸
川
七
海
さ
ん
は
「
何
か
ら
始

め
て
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
方

が
、
趣
味
を
活
か
し
て
『
空
い
た
時

間
で
気
楽
に
や
っ
て
み
る
』
や
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

見
学
に
行
っ
て
み

る
』
と
言
っ
て
も
ら

え
た
と
き
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ

と
り
の
思
い
を
大
事

に
、
活
動
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
」
と
今

後
の
抱
負
を
話
し

ま
し
た
。

生野区

▲住宅街のなかにひっそりたたずむ「結びファーム」

▲「掘っても掘っても出てくるで」

▲地域やボランティアグループ、社会福祉施設、支援機関
などから約40団体が参加

▲ボランティア登録時は関心のある分
野や得意なことを聞かせていただき
ます

▲たくさん採れました▲育てた野菜をこどもたちに届けました ▲各ブースでは、活動者から活動内容や魅力など
を直接聞く機会に♪

― 

趣
味
を
生
か
し
て
楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り
、つ
な
が
り
づ
く
り 

―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園「
結
び
フ
ァ
ー
ム
」に
お
け
る

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

生野区

育
て
た
野
菜
を
届
け
、

地
域
と
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に

畑
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を

「
誰
か
の
た
め
」「
自
分
の
た
め
」に
輝
き
た
い

60
歳
以
上
の
方
集
ま
れ
♪

― 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
新
た
な
出
会
い 

―

住之江区

住之江区

２
５
６
人
へ
の

は
じ
め
ま
し
て

や
り
た
い
こ
と
が

見
つ
か
っ
た
！

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
で

地
域
も
元
気
に
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今
年
度
は
、
令
和
4
年
9
月
か
ら
令

和
5
年
2
月
ま
で
計
12
回
の
連
続

講
座
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
8

回
目
で
し
た
。

　
1
期
生
の
講
座
時
か
ら
講
師
を

務
め
る
株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
の

水
上
真
吾
さ
ん
に
収
穫
の
仕
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
、
に
ん

じ
ん
、
大
根
、
じ
ゃ
が
い
も
、
春
菊

な
ど
を
収
穫
し
ま
し
た
。

「
け
っ
こ
う
力
い
る
か
ら
え

え
運
動
に
な
る
ね
」
「
で
き

る
だ
け
土
は
畑
に
残
し
た
方

が
え
え
よ
な
」
「
春
菊
見
た

目
は
い
ろ
い
ろ
や
け
ど
、
え

え
匂
い
し
て
る
ね
」
と
声
を

か
け
あ
い
な
が
ら
手
際
よ

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仕
分

け
ま
で
終
了
。
そ
の
ま
ま
全

員
で
収
穫
し
た
て
の
野
菜
を

す
べ
て
も
っ
て
、
区
社
協
が

紹
介
し
た
地
域
の
こ
ど
も
の

居
場
所
に
訪
問
し
、
こ
ど
も

た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
、
住
宅
街
に
挟
ま
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
「
結
び
フ
ァ
ー

ム
」
に
集
ま
っ
た
の
は
、
今
年
度
の

講
座
受
講
生
と
講
座
を
卒
業
し
た

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

「
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
形
し
て

る
！
」
と
い
っ
た
こ
ど
も
た
ち
の
反

応
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
「
喜
ん

で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
「
せ
っ

か
く
な
ら
も
っ
と
大
き
な
野
菜
育
て

た
い
な
」
と
満
足
げ
な
様
子
の
皆
さ

ん
。
そ
の
ま
ま
畑
に
戻
り
、
講
座
を

続
け
ま
し
た
。
最
後
は
、
椅
子
に
座

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
な
か
、
先
生
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
区
社
協
の
屋
上
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
取
組
み
を
聞
い

た
当
時
の
区
長
か
ら
、
大
阪
市
が
管

理
す
る
土
地
（
空
地
）
を
活
用
で
き

な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
畑
を
つ

く
り
、
野
菜
を
育
て
る
こ
と
を
通
し

て
地
域
の
人
々
が
交
流
し
合
う
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　
区
画
ご
と
に
地
域
や
団
体
、
事
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
を
利

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
育
て
て

い
ま
す
。
水
や
り
な
ど
、
毎
日
の
お

世
話
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
躍
し
な
が

ら
、
助
け
合
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

　
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
る
森
田
一
彦
さ
ん
は
、
「
定

年
退
職
後
、
何
か
自
分
か
ら
動
か
な

け
れ
ば
と
思
い
、
畑
の
活
動
を
見
か

け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
2
期
生
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
野

菜
が
気
に
な
っ
て
毎
朝
農
園
に
行
く

こ
と
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
区
社
協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
本
恵
歌
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
た
ち
が
利
用
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
は
地
域

の
ミ
ニ
版
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
利
用
し
て
い
る
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
出
て
き
ま
す

が
、
結
び
フ
ァ
ー
ム
を
利
用
し
て
い

る
人
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
、
お
互

い
理
解
し
合
い
、
協
力
し
合
う
な
か

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
く

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
手
先
が
器
用
な
方
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
も
っ
て
い
る
特
技
を
活
か
し
な

が
ら
、
役
割
を
も
っ
て
参
加
し
、
結

び
フ
ァ
ー
ム
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　生
野
区
社
協
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
定
年
退
職
後
の
男
性
を
中
心
に
、
野
菜
の
栽
培
や
農
作
業
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
と
す
る
「
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
受
講
後
は
、
「
栽
培

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
な
ど
の
収
穫
物
を
地
域
の
施
設
や
団
体
に
お
届
け
し
、
地

域
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
で
5
期
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
養
成
講
座
。
講
座
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
「
農

園
」
を
通
し
て
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
入
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　住
之
江
区
社
協
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
た
ち
が
出
会
い
、
参
加
・
参
画
の
き
っ
か
け
づ

く
り
の
場
と
し
て
、
12
月
4
日
（
会
場

：

南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）、
21
日
（
会
場

：

す
み
の
え
舞
昆

ホ
ー
ル
）
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　2
日
間
3
回
の
開
催
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
つ
1
0
5
人
が
参
加
し
、
多
く
の
新
し
い
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を

企
画
し
た
背
景
に
は
、
令
和
3
年
度

に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
実

施
し
た
「
シ
ニ
ア
世
代
の
望
む
活
躍

と
集
い
の
場
調
査
」
の
結
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
区
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
方
1
万
人
に
対

し
て
、
活
躍
の
場
や
暮
ら
し
の

困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
も
の
で
す
。

3
3
4
3
人
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
う
ち
、「
自
分
の
資
格
や
経

験
を
活
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
か
」
の
問
い
に
「
活
動

し
た
い
」
と
回
答
し
、
自

身
の
連
絡
先
を
記
入
し
た
人
が

2
5
6
人
い
た
こ
と
が
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
区
社
協
で
は
、
こ
の
2
5
6

人
全
員
に
電
話
を
か
け
、
思
い

や
で
き
る
こ
と
を
聞
き
取
り
ま

し
た
。
中
に
は
「
何
か
や
り
た

い
け
れ
ど
、
何
が
で
き
る
の
か
、

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
の
声
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
調
査
の
実
行
委
員
会

（
第
1
層
協
議
体
）
で
検
討
を

重
ね
、
多
様
な
団
体
の
参
画
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
当
日

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た

方
の
ほ
か
、
広
報
紙
な
ど
を
見
て
来

場
し
た
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
梅

花
女
子
大
学
の
綾
部
貴
子
准
教
授

か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
本

人
に
も
た
ら
す
効
果
や
意
義
に
つ
い

て
の
講
演
、
少
し
前
に
活
動
を
始
め

た
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
、
活

動
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
や
、
や

り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
方
へ

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
流
タ
イ
ム
で
は
、
地
域
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
福
祉
施
設
な

ど
の
各
ブ
ー
ス
の
な
か
か
ら
気
に
な

る
と
こ
ろ
を
自
由
に
廻
り
、
活
動
内

容
や
魅
力
を
直
接
聞
き
ま
し
た
。
中

に
は
、そ
の
場
で
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
し
た
り
、
興
味
の
あ
る
活
動

を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
へ
の
見
学
を
決
め
た
り
と
、
実
際

に
活
動
を
始
め
る
一
歩
を
踏
み
出
し

た
方
も
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
地
域
福

祉
活
動
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
増

や
し
て
い
く
の
か
は
、
各
区
共
通
の

課
題
で
す
。
住
之
江
区
で
は
、
調
査

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
を
経
て
、「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
方
と
丁
寧
に

つ
な
が
り
、
実
際
の
活
躍
の
場
に
結

び
つ
け
ま
し
た
。

　
区
社
協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
谷
口
文
香
さ
ん
は

「
2
5
6
人
の
方
、
一
人
ひ
と
り
と

お
話
し
た
こ
と
で
、
”活
動
し
た
い

け
れ
ど
入
口
が
分
か
ら
ず
活
動
し
て

い
な
い
現
状“
を
知
り
ま
し
た
。
生

の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
互
い
に
心
が

通
い
、手
応
え
を
感
じ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
タ
へ
の
招
待
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
後
も
シ
ニ
ア
世
代
の
生

の
声
か
ら
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

生
活
圏
域
や
区
域
で
実
現
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」、
地
域
支
援
担

当
の
戸
川
七
海
さ
ん
は
「
何
か
ら
始

め
て
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
方

が
、
趣
味
を
活
か
し
て
『
空
い
た
時

間
で
気
楽
に
や
っ
て
み
る
』
や
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

見
学
に
行
っ
て
み

る
』
と
言
っ
て
も
ら

え
た
と
き
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ

と
り
の
思
い
を
大
事

に
、
活
動
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
」
と
今

後
の
抱
負
を
話
し

ま
し
た
。

生野区

▲住宅街のなかにひっそりたたずむ「結びファーム」

▲「掘っても掘っても出てくるで」

▲地域やボランティアグループ、社会福祉施設、支援機関
などから約40団体が参加

▲ボランティア登録時は関心のある分
野や得意なことを聞かせていただき
ます

▲たくさん採れました▲育てた野菜をこどもたちに届けました ▲各ブースでは、活動者から活動内容や魅力など
を直接聞く機会に♪

― 

趣
味
を
生
か
し
て
楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り
、つ
な
が
り
づ
く
り 

―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園「
結
び
フ
ァ
ー
ム
」に
お
け
る

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

生野区

育
て
た
野
菜
を
届
け
、

地
域
と
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に

畑
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を

「
誰
か
の
た
め
」「
自
分
の
た
め
」に
輝
き
た
い

60
歳
以
上
の
方
集
ま
れ
♪

― 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
新
た
な
出
会
い 

―

住之江区

住之江区

２
５
６
人
へ
の

は
じ
め
ま
し
て

や
り
た
い
こ
と
が

見
つ
か
っ
た
！

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
で

地
域
も
元
気
に
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確
保
が
大
き
な
議
論
と
な
っ
て

い
る
。
必
要
な
総
額
が
確
保
さ

れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
誰
が

ど
の
程
度
負
担
す
る
の
か
に
つ

い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
児
童
手
当
に
は
、「
支

援
」
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
し

て
い
る
世
帯
と
そ
れ
以
外
の
世

帯
と
の
経
済
的
負
担
の
格
差
の

是
正
と
い
う
役
割
も
あ
り
、
海

外
で
は
少
子
化
の
状
況
に
関
係

な
く
実
施
さ
れ
て
い
る
政
策
で

あ
る
。「
給
付
」だ
け
で
な
く
、「
負

担
」
と
セ
ッ
ト
で
、
制
度
設
計
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、子
育
て
支
援
策
は
、「
労

働
」
も
含
め
た
諸
政
策
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
あ
る
。「
保
育
か
児
童

手
当
か
」「
現
金
給
付
か
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
負
担
軽
減
か
」
と
い
っ

た
二
分
法
的
な
議
論
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
政
策
を
提
案
す
る
側
に
は
、

国
民
に
そ
の
内
容
を
説
明
す
る

た
め
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
、
社
会
全
体
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と

が
重
要
と
言
え
る
。

　「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
と

い
う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ

し
て
い
る
。
少
子
化
の
現
状
を

考
え
る
と
、
前
例
の
な
い
取
り

組
み
が
必
要
と
い
う
点
は
間

違
っ
て
い
な
い
が
、
政
策
に
よ
っ

て
人
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え

ば
、
金
融
緩
和
や
減
税
だ
け
で

は
、
個
人
消
費
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
将
来
に
不
安
が

あ
れ
ば
、
ま
た
、
欲
し
い
も
の
が

な
け
れ
ば
、
消
費
に
回
る
こ
と

は
な
い
。
結
婚
や
出
産
を
少
子

化
対
策
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
人
口
の

構
造
を
転
換
す
る
に
は
時
間
が

か
か
る
。

　
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
の
貧
困
、

特
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
問

題
、
世
代
間
の
格
差
是
正
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
は
実
施
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
異
次

元
の
対
策
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
分
野
で
あ

り
、「
少
子
化
対
策
」
の
枠
組
み

の
中
だ
け
で
議
論
し
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
財
源

　
モ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥

で
、
木
の
棒
（
モ
ル
ッ
ク
）
を
投
げ

て
、
ス
キ
ッ
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
ピ
ン

を
倒
し
て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。

一
見
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
似
て
い
ま
す

が
、
1
本
だ
け
倒
れ
た
場
合
は
ピ
ン

に
書
か
れ
た
数
字
を
、
2
本
以
上
の

場
合
は
倒
れ
た
本
数
を
計
上
し
、
50

点
ピ
ッ
タ
リ
を
め
ざ
し
ま
す
。
50
点

を
越
え
る
と
25
点
に
戻
っ
て
し
ま
う

た
め
、
頭
で
計
算
し
な
が
ら
戦
略
を

立
て
る
、
脳
も
身
体
も
使
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　
ま
ず
は
会
場
近
く
の
此
花
区
民
一

休
ホ
ー
ル
で
、
日
本
モ
ル
ッ
ク
協
会

の
講
師
が
、
基
本
ル
ー
ル
を
説
明
。

そ
の
後
、
年
齢
層
を
多
様
に
組
み
合

わ
せ
た
約
5
人
ず
つ
10
組
の
グ
ル
ー

プ
で
公
園
に
移
動
し
ま
し
た
。
道

中
、
高
齢
の
女
性
が
「
一
緒
の
グ

ル
ー
プ
や
な
、
が
ん
ば
ろ
な
」
と
男

の
子
に
声
を
か
け
る
と
「
説
明
聞
い

　
福
島
区
社
協
は
12
月
9
日
、
日
頃

か
ら
地
域
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い

る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

対
象
に
「
ゴ
ミ
屋
敷
の
実
態
と
そ
の

背
景
、
支
援
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の
人
に

関
わ
っ
て
い
た
り
、
関
わ
り
方
が
分

か
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク

ト
（※

）
状
態
の
人
や
世
帯
を
住
民

に
近
い
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
い
う
立
場
か
ら
支
援
す
る
た

め
に
、「
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と

は
何
か
」
な
ど
を
考
え
る
た
め
に
区

社
協
見
守
り
相
談
室
の
長
谷
川
安

伸
さ
ん
が
企
画
。
兵
庫
県
立
大
学
環

境
人
間
学
部
の
竹
端
寛
准
教
授
に

講
師
を
依
頼
し
、
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
10
人
、
区
役
所
職
員

1
人
、
区
社
協
職
員
7
人
の
計
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
竹
端
准
教
授
は
「
『
ゴ

ミ
屋
敷
』
と
私
た
ち
　
支
援
者
の

た
ら
簡
単
そ
う
や
！
」
と
余
裕
の
表

情
。
初
め
て
会
っ
た
人
同
士
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
30
分
の
ゲ
ー

ム
（
約
5
人
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
個

人
戦
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
た
れ
ば
「
お
〜
！
」
と
歓
声
と

拍
手
が
湧
き
起
こ
り
、
一
本
も
倒
せ

ず
「
あ
〜
あ
か
ん
！
」
と
の
声
も
。

ね
ら
っ
た
点
数
が
取
れ
る
と
、
こ
ど

も
連
れ
の
お
父
さ
ん
も
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
。

　
な
か
に
は
、
年
配
な
が
ら
も
ひ
と

き
わ
滑
ら
か
な
フ
ォ
ー
ム
で
次
々
に

点
数
を
重
ね
て
い
く
方
も
。
話
を
聞

く
と
「
普
段
か
ら
や
っ
て
る
か
ら
負

け
ら
れ
へ
ん
と
思
っ
て
」
と
の
こ

と
。
グ
ル
ー
プ
内
で
見
事
一
番
に
50

点
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
と
何
点
取
っ
た
ら
50
点
に
な

る
？
」「
49
点
に
な
っ
た
ら
、
あ
と
1

点
ね
ら
う
の
が
実
は
難
し
い
」。
点

数
を
計
算
し
な
が
ら
、
自
ず
と
参
加

者
同
士
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
ま

た
、
投
げ
る
た
び
に
他
の
参
加
者
が

拾
っ
て
、
ピ
ン
を
立
て
て
、
ス
コ
ア

を
付
け
て…

と
順
に
動
き
続
け
る
の

で
適
度
な
運
動
に
な
り
ま
す
。

　
ピ
ン
は
、
倒
れ
た
場
所
で
置
き
直

す
た
め
、
時
間
が
経
過
す
る
ご
と
に

飛
距
離
が
長
く
な
り
、
ゲ
ー
ム
は
白

熱
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
が
勝
つ

か
わ
か
ら
な
い
好
勝
負
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
酉

島
地
域
で
定
期
的
に
モ
ル
ッ
ク
を
し

て
い
る
方
が
い
る
と
い
う
情
報
か

ら
、
区
社
協
職
員
が
見
学
・
取
材
し

た
こ
と
。
モ
ル
ッ
ク
は
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
・
社
会
参
加
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
た
ち
も
含
め
、
障
が
い
の
有

無
を
問
わ
ず
に
住
民
同
士
が
交
流

す
る
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
と
、
区

社
協
で
小
規
模
な
体
験
会
を
実
施
。

そ
の
手
応
え
か
ら
、
今
回
の
体
験
会

を
企
画
し
、
区
内
の
小
中
学
校
に
も

協
力
を
得
て
周
知
し
た
と
こ
ろ
、

　雲
一
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
12
月
10
日
。
此
花
区
の
正
蓮
寺
川
公
園
に
、
就
学
前
の
こ
ど
も
か
ら
80
歳
を
超
え
る

方
々
ま
で
約
50
人
が
集
ま
り
、
此
花
区
社
協
主
催
の
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
定
員
の
50
人
に
達

し
ま
し
た
。

　
体
験
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
区
社

協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
久
保
奈
津
未
さ
ん
は

「
参
加
者
か
ら
は
『
自
分
た
ち
の
地

域
で
も
あ
っ
た
ら
い
い
ね
』
と
い
う

嬉
し
い
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
立
ち

上
げ
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
了
承
も

得
て
、
新
し
い
活
動
の
場
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
き
た

つ
な
が
り
か
ら
、
新
た
な
つ
な
が
り

が
で
き
る
よ
う
に
、
モ
ル
ッ
ク
の
貸

し
出
し
や
各
地
域
で
の
立
上
げ
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
将
来
は
此
花
区
地
域
別

モ
ル
ッ
ク
大
会
も
で
き
た
ら
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

12本のピ
ン

（スキッ
トル）

『
当
た
り
前
』
を
捉
え
直
す
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
資
料
を
共
有
し
な
が

ら
リ
モ
ー
ト
で
講
演
。
ゴ
ミ
屋
敷
が

生
ま
れ
て
し
ま
う
背
景
を
客
観
的
、

論
理
的
に
分
析
し
、
「
本
人
に
は
本

人
な
り
の
ゴ
ミ
を
溜
め
る
ま
で
の
物

語
が
あ
る
。
そ
の
物
語
を
動
か
す
た

め
に
は
、
こ
ち
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
正
解
は

多
様
で
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
」
な
ど
と
解
説
し
ま

し
た
。

　
講
演
の
中
盤
か
ら
は
参
加
者
か

ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
話
し
て
も
ら
い
、
整
理
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
足
の
踏
み

場
も
な
い
状
態
だ
が
、
本
人
に
困
っ

た
感
が
な
い
」
「
明
る
く
、
人
付
き

合
い
も
い
い
の
に
片
付
け
が
で
き
な

い
人
が
い
る
」
「
知
的
障
が
い
者
で

ダ
ウ
ン
症
の
一
人
暮
ら
し
の
男
性
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
」
な
ど
、
日
頃
直
面
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
、
竹
端
准
教
授

が
質
問
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
し
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　「
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の
人
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
し
い
こ
と
が
重
な
る
な
か

で
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
支
援
す
る
う
ち
に
皆
さ
ん
が

摩
耗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
多
職
種
協
働
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
チ
ー
ム
形
成
が
必
要
で
す
。

今
日
み
た
い
に
み
ん
な
で
『
こ
う
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
仮
説
を
出

し
合
い
な
が
ら
考
え
て
い
く
集
ま
り

を
継
続
的
に
開
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」
と
竹
端
准
教
授
。

　
長
谷
川
さ
ん
も
「
ゴ
ミ
屋
敷
問
題

は
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
い
ろ
い
ろ
な
機
関
と
連
携
を
と
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

※

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は…

生
活
環
境
や
栄
養
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
気
力
を
失
い
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。（
参
照
：
N
H
K
福
祉
情
報
サ
イ
ト 

ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

所 

道
彦

異
次
元
の
少
子
化
対
策

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
　生
活
科
学
研
究
科
　教
授 

▲最後には集合写真。このご縁から新たなつながりが生まれ
ますように

▲個人戦だけど、互いの一投を見守り、称え合いながら
ゲームは進みます

▲画面を見ながら熱心に話を聞く参加者（右上：竹端
准教授、右下：長谷川さん）

▲12本のピン（スキットル）を並べ、3.5m
離れて木の棒（モルック）を投げます。
ピンは倒れた位置で置き直すので、少し
ずつ遠くに分散します

モ
ル
ッ
ク
が
世
代
を
つ
な
ぐ

―
脳
と
身
体
を
使
っ
て
運
動
し
よ
う
―

此花区

此花区

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
方
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
？

「
支
援
の
当
た
り
前
」を
捉
え
直
す
福島区

福島区
一
投
一
投
に
歓
喜
と

嘆
き

ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の

人
々
へ
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
る

モ
ル
ッ
ク
っ
て
な
に
？

会
話
を
し
な
が
ら

ほ
ど
よ
く
運
動

介
護
予
防
や
交
流
の

促
進
ツ
ー
ル
に

モ
ヤ
モ
ヤ
を

出
し
合
っ
て
整
理

多
職
種
協
働
で

継
続
的
に

大阪の社会福祉　第813号（毎月1回発行） 67 2023年（令和5年）2月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



確
保
が
大
き
な
議
論
と
な
っ
て

い
る
。
必
要
な
総
額
が
確
保
さ

れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
誰
が

ど
の
程
度
負
担
す
る
の
か
に
つ

い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
児
童
手
当
に
は
、「
支

援
」
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
し

て
い
る
世
帯
と
そ
れ
以
外
の
世

帯
と
の
経
済
的
負
担
の
格
差
の

是
正
と
い
う
役
割
も
あ
り
、
海

外
で
は
少
子
化
の
状
況
に
関
係

な
く
実
施
さ
れ
て
い
る
政
策
で

あ
る
。「
給
付
」だ
け
で
な
く
、「
負

担
」
と
セ
ッ
ト
で
、
制
度
設
計
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、子
育
て
支
援
策
は
、「
労

働
」
も
含
め
た
諸
政
策
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
あ
る
。「
保
育
か
児
童

手
当
か
」「
現
金
給
付
か
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
負
担
軽
減
か
」
と
い
っ

た
二
分
法
的
な
議
論
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
政
策
を
提
案
す
る
側
に
は
、

国
民
に
そ
の
内
容
を
説
明
す
る

た
め
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
、
社
会
全
体
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と

が
重
要
と
言
え
る
。

　「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
と

い
う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ

し
て
い
る
。
少
子
化
の
現
状
を

考
え
る
と
、
前
例
の
な
い
取
り

組
み
が
必
要
と
い
う
点
は
間

違
っ
て
い
な
い
が
、
政
策
に
よ
っ

て
人
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え

ば
、
金
融
緩
和
や
減
税
だ
け
で

は
、
個
人
消
費
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
将
来
に
不
安
が

あ
れ
ば
、
ま
た
、
欲
し
い
も
の
が

な
け
れ
ば
、
消
費
に
回
る
こ
と

は
な
い
。
結
婚
や
出
産
を
少
子

化
対
策
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
人
口
の

構
造
を
転
換
す
る
に
は
時
間
が

か
か
る
。

　
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
の
貧
困
、

特
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
問

題
、
世
代
間
の
格
差
是
正
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
は
実
施
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
異
次

元
の
対
策
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
分
野
で
あ

り
、「
少
子
化
対
策
」
の
枠
組
み

の
中
だ
け
で
議
論
し
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
財
源

　
モ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥

で
、
木
の
棒
（
モ
ル
ッ
ク
）
を
投
げ

て
、
ス
キ
ッ
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
ピ
ン

を
倒
し
て
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。

一
見
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
似
て
い
ま
す

が
、
1
本
だ
け
倒
れ
た
場
合
は
ピ
ン

に
書
か
れ
た
数
字
を
、
2
本
以
上
の

場
合
は
倒
れ
た
本
数
を
計
上
し
、
50

点
ピ
ッ
タ
リ
を
め
ざ
し
ま
す
。
50
点

を
越
え
る
と
25
点
に
戻
っ
て
し
ま
う

た
め
、
頭
で
計
算
し
な
が
ら
戦
略
を

立
て
る
、
脳
も
身
体
も
使
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　
ま
ず
は
会
場
近
く
の
此
花
区
民
一

休
ホ
ー
ル
で
、
日
本
モ
ル
ッ
ク
協
会

の
講
師
が
、
基
本
ル
ー
ル
を
説
明
。

そ
の
後
、
年
齢
層
を
多
様
に
組
み
合

わ
せ
た
約
5
人
ず
つ
10
組
の
グ
ル
ー

プ
で
公
園
に
移
動
し
ま
し
た
。
道

中
、
高
齢
の
女
性
が
「
一
緒
の
グ

ル
ー
プ
や
な
、
が
ん
ば
ろ
な
」
と
男

の
子
に
声
を
か
け
る
と
「
説
明
聞
い

　
福
島
区
社
協
は
12
月
9
日
、
日
頃

か
ら
地
域
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い

る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

対
象
に
「
ゴ
ミ
屋
敷
の
実
態
と
そ
の

背
景
、
支
援
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の
人
に

関
わ
っ
て
い
た
り
、
関
わ
り
方
が
分

か
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク

ト
（※

）
状
態
の
人
や
世
帯
を
住
民

に
近
い
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
い
う
立
場
か
ら
支
援
す
る
た

め
に
、「
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と

は
何
か
」
な
ど
を
考
え
る
た
め
に
区

社
協
見
守
り
相
談
室
の
長
谷
川
安

伸
さ
ん
が
企
画
。
兵
庫
県
立
大
学
環

境
人
間
学
部
の
竹
端
寛
准
教
授
に

講
師
を
依
頼
し
、
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
10
人
、
区
役
所
職
員

1
人
、
区
社
協
職
員
7
人
の
計
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
竹
端
准
教
授
は
「
『
ゴ

ミ
屋
敷
』
と
私
た
ち
　
支
援
者
の

た
ら
簡
単
そ
う
や
！
」
と
余
裕
の
表

情
。
初
め
て
会
っ
た
人
同
士
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
30
分
の
ゲ
ー

ム
（
約
5
人
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
個

人
戦
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
た
れ
ば
「
お
〜
！
」
と
歓
声
と

拍
手
が
湧
き
起
こ
り
、
一
本
も
倒
せ

ず
「
あ
〜
あ
か
ん
！
」
と
の
声
も
。

ね
ら
っ
た
点
数
が
取
れ
る
と
、
こ
ど

も
連
れ
の
お
父
さ
ん
も
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
。

　
な
か
に
は
、
年
配
な
が
ら
も
ひ
と

き
わ
滑
ら
か
な
フ
ォ
ー
ム
で
次
々
に

点
数
を
重
ね
て
い
く
方
も
。
話
を
聞

く
と
「
普
段
か
ら
や
っ
て
る
か
ら
負

け
ら
れ
へ
ん
と
思
っ
て
」
と
の
こ

と
。
グ
ル
ー
プ
内
で
見
事
一
番
に
50

点
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
と
何
点
取
っ
た
ら
50
点
に
な

る
？
」「
49
点
に
な
っ
た
ら
、
あ
と
1

点
ね
ら
う
の
が
実
は
難
し
い
」。
点

数
を
計
算
し
な
が
ら
、
自
ず
と
参
加

者
同
士
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
ま

た
、
投
げ
る
た
び
に
他
の
参
加
者
が

拾
っ
て
、
ピ
ン
を
立
て
て
、
ス
コ
ア

を
付
け
て…

と
順
に
動
き
続
け
る
の

で
適
度
な
運
動
に
な
り
ま
す
。

　
ピ
ン
は
、
倒
れ
た
場
所
で
置
き
直

す
た
め
、
時
間
が
経
過
す
る
ご
と
に

飛
距
離
が
長
く
な
り
、
ゲ
ー
ム
は
白

熱
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
が
勝
つ

か
わ
か
ら
な
い
好
勝
負
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
酉

島
地
域
で
定
期
的
に
モ
ル
ッ
ク
を
し

て
い
る
方
が
い
る
と
い
う
情
報
か

ら
、
区
社
協
職
員
が
見
学
・
取
材
し

た
こ
と
。
モ
ル
ッ
ク
は
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
・
社
会
参
加
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
た
ち
も
含
め
、
障
が
い
の
有

無
を
問
わ
ず
に
住
民
同
士
が
交
流

す
る
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
と
、
区

社
協
で
小
規
模
な
体
験
会
を
実
施
。

そ
の
手
応
え
か
ら
、
今
回
の
体
験
会

を
企
画
し
、
区
内
の
小
中
学
校
に
も

協
力
を
得
て
周
知
し
た
と
こ
ろ
、

　雲
一
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
12
月
10
日
。
此
花
区
の
正
蓮
寺
川
公
園
に
、
就
学
前
の
こ
ど
も
か
ら
80
歳
を
超
え
る

方
々
ま
で
約
50
人
が
集
ま
り
、
此
花
区
社
協
主
催
の
モ
ル
ッ
ク
体
験
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
定
員
の
50
人
に
達

し
ま
し
た
。

　
体
験
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
区
社

協
・
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
久
保
奈
津
未
さ
ん
は

「
参
加
者
か
ら
は
『
自
分
た
ち
の
地

域
で
も
あ
っ
た
ら
い
い
ね
』
と
い
う

嬉
し
い
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
立
ち

上
げ
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
了
承
も

得
て
、
新
し
い
活
動
の
場
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
き
た

つ
な
が
り
か
ら
、
新
た
な
つ
な
が
り

が
で
き
る
よ
う
に
、
モ
ル
ッ
ク
の
貸

し
出
し
や
各
地
域
で
の
立
上
げ
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
将
来
は
此
花
区
地
域
別

モ
ル
ッ
ク
大
会
も
で
き
た
ら
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

12本のピ
ン

（スキッ
トル）

『
当
た
り
前
』
を
捉
え
直
す
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
資
料
を
共
有
し
な
が

ら
リ
モ
ー
ト
で
講
演
。
ゴ
ミ
屋
敷
が

生
ま
れ
て
し
ま
う
背
景
を
客
観
的
、

論
理
的
に
分
析
し
、
「
本
人
に
は
本

人
な
り
の
ゴ
ミ
を
溜
め
る
ま
で
の
物

語
が
あ
る
。
そ
の
物
語
を
動
か
す
た

め
に
は
、
こ
ち
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
正
解
は

多
様
で
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
」
な
ど
と
解
説
し
ま

し
た
。

　
講
演
の
中
盤
か
ら
は
参
加
者
か

ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
話
し
て
も
ら
い
、
整
理
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
足
の
踏
み

場
も
な
い
状
態
だ
が
、
本
人
に
困
っ

た
感
が
な
い
」
「
明
る
く
、
人
付
き

合
い
も
い
い
の
に
片
付
け
が
で
き
な

い
人
が
い
る
」
「
知
的
障
が
い
者
で

ダ
ウ
ン
症
の
一
人
暮
ら
し
の
男
性
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
」
な
ど
、
日
頃
直
面
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
、
竹
端
准
教
授

が
質
問
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
し
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　「
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の
人
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
し
い
こ
と
が
重
な
る
な
か

で
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
支
援
す
る
う
ち
に
皆
さ
ん
が

摩
耗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
多
職
種
協
働
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
チ
ー
ム
形
成
が
必
要
で
す
。

今
日
み
た
い
に
み
ん
な
で
『
こ
う
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
仮
説
を
出

し
合
い
な
が
ら
考
え
て
い
く
集
ま
り

を
継
続
的
に
開
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」
と
竹
端
准
教
授
。

　
長
谷
川
さ
ん
も
「
ゴ
ミ
屋
敷
問
題

は
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
い
ろ
い
ろ
な
機
関
と
連
携
を
と
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

※

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は…

生
活
環
境
や
栄
養
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
気
力
を
失
い
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。（
参
照
：
N
H
K
福
祉
情
報
サ
イ
ト 
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

所 

道
彦

異
次
元
の
少
子
化
対
策

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
　生
活
科
学
研
究
科
　教
授 

▲最後には集合写真。このご縁から新たなつながりが生まれ
ますように

▲個人戦だけど、互いの一投を見守り、称え合いながら
ゲームは進みます

▲画面を見ながら熱心に話を聞く参加者（右上：竹端
准教授、右下：長谷川さん）

▲12本のピン（スキットル）を並べ、3.5m
離れて木の棒（モルック）を投げます。
ピンは倒れた位置で置き直すので、少し
ずつ遠くに分散します

モ
ル
ッ
ク
が
世
代
を
つ
な
ぐ

―
脳
と
身
体
を
使
っ
て
運
動
し
よ
う
―

此花区

此花区

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
方
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
？

「
支
援
の
当
た
り
前
」を
捉
え
直
す
福島区

福島区
一
投
一
投
に
歓
喜
と

嘆
き

ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の

人
々
へ
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
る

モ
ル
ッ
ク
っ
て
な
に
？

会
話
を
し
な
が
ら

ほ
ど
よ
く
運
動

介
護
予
防
や
交
流
の

促
進
ツ
ー
ル
に

モ
ヤ
モ
ヤ
を

出
し
合
っ
て
整
理

多
職
種
協
働
で

継
続
的
に
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The social welfare in OSAKA

2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
一
躍
注
目
を

浴
び
た
ボ
ッ
チ
ャ
。
誰

に
で
も
簡
単
に
で
き
そ
う
で
、
障

が
い
者
と
健
常
者
の
交
流
に
も
、

小
学
生
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
に

も
ピ
ッ
タ
リ
で
、
ブ
ー
ム
は
ま
だ

続
い
て
い
る
▼
そ
ん
な
競
技
な
ら

僕
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い
と
、
ほ

ぼ
寝
た
き
り
の
重
度
の
障
が
い
児

た
ち
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ボ
ッ
チ
ャ
と
い
う
も
の
が
登
場
し

た
▼
私
が
の
ぞ
い
た
の
は
月
に
一

度
の
練
習
会
。
青
森
か
ら
鹿
児
島

ま
で
10
人
ほ
ど
の
寝
た
き
り
の
障

が
い
児
と
支
援
す
る
若
い
学
生
た

ち
が
参
加
▼
指
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

押
せ
る
人
は
少
数
派
で
、
口
に
く

わ
え
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
キ
ー
ボ
ー

ド
を
叩
く
人
、
中
に
は
ス
ト
ロ
ー

で
息
を
吹
き
か
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
操
作
す
る
人
も
。
そ
う
し
て

指
示
さ
れ
た
ボ
ー
ル
の
高
さ
、
転

が
す
角
度
な
ど
を
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
現
場
で
マ
シ
ン
を
操

作
、
投
球
を
す
る
▼
寝
た
き
り

で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
ら
し

く
、
仲
間
と
遊
ぶ
体
験
が
で
き
る

▼
操
作
マ
シ
ン
が
全
国
に
2
台
し

か
な
い
こ
と
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
数
も
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
昨
年
10
月
に
は

第
1
回
の
全
国
大
会
も
開
か
れ
た

▼
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
は
こ

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
。

（
石
）

て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
号
で

は
、
午
後
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基

調
講
演・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）の
詳
細
に

つ
い
て
2
・
3
面
に
掲
載
し
ま
す
。

（
2
面
に
つ
づ
く
）

　
「
第
34
回 

近
畿
地
域
福
祉
学
会 

大
阪
大
会
」
が
令
和
4
年
12
月
17

日
、
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
誌
前
号
で
も
「
速
報
版
」
と
し

成年後見制度ができて22年がたちました。
でも「成年後見制度って聞いたことはあるけど、詳しくは知らないなぁ」ではありませんか。

そんな疑問に落語とトークで楽しくわかりやすくお答えします。
「笑って合点！」全国で話題の「成年後見落語」にどうぞお越しください。

落語家
桂　ひな太郎 師匠

〈講　師〉落語家　桂　ひな太郎 師匠

市民、地域活動関係者、福祉・医療関係者、市民後見人バンク登録者

阿倍野区阿倍野筋4-19-118

〈出演者〉 大阪弁護士会 砂川 辰彦 氏（大阪市市民後見人養成・支援会議委員）
 市民後見人 米澤 靖雄 氏
 落語家 桂　ひな太郎 師匠

電話・FAX・Eメール・
Googleフォームにより
お申込みください。

※参加証はお送りしませんので、当日直接お越し
ください。定員を超えた場合のみご連絡します。

申 込 み 方 法

〒557-0024 大阪市西成区出城2-5-20
大阪市社会福祉研修・情報センター3階
FAX （06）4392-8900
TE L （06）4392-8282
E-mail yousei@shakyo-osaka.jp
HP https://osaka-kouken.com

成年後見制度・市民後見人活動

▲Google
　フォーム

　赤い羽根共同募金は、戦後間もない昭和22年（1947年）に国民主体の民間運
動として始まり、現在は、社会福祉法に基づき、地域の社会福祉課題の解決に取
り組む民間団体を支援するしくみとして取り組まれています。
　お寄せいただいた寄付金は、ひとり暮らしの高齢者の支援、障がい者の就労支
援、車椅子のまま乗れる福祉車両の整備、こども食
堂、高齢者と地域の人たちの交流事業（高齢者サロ
ン）、子育て支援、自殺予防の電話相談活動事業など
の地域福祉活動に助成しています。また、災害への支
援や、コロナ禍のなかで生活に困窮する人や社会的
に孤立する人の支援活動への助成にも役立てられて
います。

　令和5年度共同募金運動期間中に、募金運動に協力した方への
お礼や赤い羽根共同募金をPRするためなどに用いる記念バッジの
デザインを、近畿6府県の共同募金会が合同募集します。
デザインのきまりなど、詳しくは下記ホームページをご覧ください。

共同募金とは

▲令和4年度
　記念バッジデザイン

金

近畿6府県（滋賀県・京都府・大阪府・
兵庫県・奈良県・和歌山県）内に在住
または在勤・在学の方

金 必着

〈問合せ〉大阪府共同募金会事務局まで　TE L 06-6762-8717
赤い羽根おおさか 検索〈大阪府共同募金会ホームページ〉

http://www.akaihane-osaka.or.jp

令和5年3月1日（水）～3月31日（金）（必着）
民間社会福祉施設整備費

　大阪府共同募金会では、一般社団法人京都馬主協会を通じて
おこなう標記財団の助成金に係る助成要望書を受付けます。
一定条件が必要ですので、詳しくは下記ホームページをご覧ください。
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大
阪
の

https://www.osaka-sishakyo.jp

大阪の
2023年2月

813
社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会

▲会場・オンライン計265人が参加し、地域共生社会の実現に向けた実践を共有

市社協

大
阪
が
誇
る
歴
史
・
実
践
を

こ
れ
か
ら
の
力
に

―

近
畿
地
域
福
祉
学
会―
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